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"疫
病
退
散
“
令
和
３
年

筑
前
町
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、日
頃

よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、人
々
の
暮
ら

し
や
産
業
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

未
曽
有
の
年
と
な
り
ま
し
た
。昨
年
12
月

に
は
本
町
議
会
議
員
の
感
染
も
確
認
さ

れ
、町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、町
で
は
国
か
ら
の
第
一

次
・
第
二
次
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
様
々
な
支
援
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
、複
雑
・
多
様
化

す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
飛
躍

へ
向
け
、「
チ
ー
ム
議

会
」と
し
て
し
っ
か
り

と
議
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
、「
ど
〜
ん
と
か
が

し
祭
り
」の
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
の
中
、筑
前
若
者
会
を
中
心
と
し

た
、多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、見
事

な
わ
ら
か
が
し
の「
ゴ
リ
ラ
」が
完
成
し

ま
し
た
。12
月
〜
１
月
末
ま
で
展
示
さ
れ
、

筑
前
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、本
年
も
、筑
前
町
の
さ
ら
な
る

発
展
と
、町
民
の
皆
様
が
健
康
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議
　
長
　
田
中 
政
浩

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改
正

◇
期
末
手
当
の
削
減

臨時議会 第４回・第５回臨時議会が開催され、承認２件、議案５件
の計７案件を審議した。内容は以下のとおり。

第５回
11月30日（月）

第４回
10月30日（金）

議
長
あ
い
さ
つ
・
臨
時
会

ち
く 

ぜ
ん 

わ
っ
か
も
ん 

か
い

○
コ
ロ
ナ
罹
患
者
の
傷
病
手
当
金
の
期
間

　
延
長

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」に

伴
い
、令
和
３
年
３
月
に
各
小
中
学
校

へ
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

　
○
購
入
台
数
　
２
７
１
０
台

　
○
落
札
価
格
　
１
億
４
４
０
６
万
円

◇
夜
須
中
ト
イ
レ
改
修
契
約
変
更

○
交
通
誘
導
員
費
用
の
追
加

◇
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
購
入

◇
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

○
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
推
進

○
町
議
会
議
員
期
末
手
当
の
削
減

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
期
末
手
当

　
の
削
減（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
）

○
一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
削
減

ギ
　
　
　ガ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

踏
ま
え
た
人
事
院
勧
告
を
受
け
期
末

手
当
の
０
．０
５
ヶ
月
分
を
削
減
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特
集
（
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
）

　いまだ終息を見せない新型コロナウイルス。
　今回、「コロナに負けるな！」シリーズ第１弾として、
町内の元気な65歳以上の方々にインタビューを行いま
した。
　コロナ禍の今、皆さんは何に気を付け、どのように過
ごしていますか？
　今、私たちにできることを一緒に考えてみましょう。

・週３回近くの神社の階段のぼり（100段）
・庭の花いじり、パッチワーク作成
・近所の方たちとの交流（密にならずに）
・野菜作り（頑張った分だけ返ってくる）
・毎日の体操（布団の中で血流・リンパの
　体操、屋外で体操各30分）
・１日6，000歩あるく
・月１～２回のゴルフ

コロナに負けるな！

＊今回お話を伺った方々＊

～コロナ禍の今、できることを～

健康の秘訣（元気の源）は？

・飲みに行かない
・密にならないように気を付ける
・会議の回数を減らしている

実践しているコロナ対策

・経済より命が大事
・国は政治姿勢を正さないといけない
・みんなで乗り越えるしかない
・毎日怖い思いをしている
・一日も早い終息を望む

コロナ禍の現状をどう思う？ ・常に緊張感を持ってほしい
・町としての対応策をしっかり取ってほしい
・町からの情報収集は広報が頼り。これから    
　もわかりやすい広報を届けてほしい
・町で作った野菜のPRをしてほしい
・みなみの里での買い物のときレジが混む
  ので外にレジを作ってほしい

町へ望むことは？

基本を
徹底！

・マスク着用
・うがい、手洗い
・アルコール消毒

現在、シニアクラブ会
長をされています。

☆宮原　均　さん
（80歳代・男性）

作った野菜を「みなみ
の里」や「とまと」へ出
荷されています。

☆松澤　敏子 さん
（70歳代・女性）

庭の花手入れや、パッ
チワークなど、たくさん
の趣味をお持ちです。

☆匿名希望
（70歳代・女性）
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12
月
定
例
会12月定例会 ☆12月４日から11日の８日間で開催され、議案10件  

　について審議した。
☆開会日に、常任委員会の活動報告を行った。

町村における選挙運動の公費負担に関する条
例を制定。町長及び町議会議員選挙の立候補
者に対し、選挙運動に必要とされる以下の費用
を町が負担。供託金（町長50万円、議員15万
円）が必要。

① 選挙運動用自動車の使用
② ビラの作成
③ ポスターの作成

筑前町分担金徴収条例の一部を改正する条例
を制定。町単独事業で農林水産業施設災害復
旧事業の受益者負担率を引き下げ。

町村の選挙における
　立候補の環境を改善

（一部をピックアップ）

令和２年７月豪雨災害における
　  関係受益者の負担軽減

学校訪問（危険箇所の確認）

大
刀
洗
平
和
記
念
館

◇農　地　
　４０％→１０％

◇施　設
　３０％→１０％

定例会で決まった主な内容

～常任委員会活動報告～お知らせします。委員会の動き

　
委
員
会
で
は
今
期「
公

共
交
通
活
性
化
対
策
」と

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事

業
」に
つ
い
て
協
議
し
て

参
り
ま
し
た
が
、両
事
業

と
も
に
、現
在
取
り
組
み

の
転
換
期
に
あ
り
、経
過

観
察
の
段
階
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

　
町
営
住
宅
跡
地
な
ど
、

普
通
財
産
の
管
理
に
つ
い

て
担
当
課
と
協
議
し
て
い

ま
す
。

　
町
内
に
は
様
々
な
理
由

か
ら
積
極
的
活
用
が
で
き

て
い
な
い
土
地
等
が
あ
り

管
理
も
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、県
内
の
６
教

育
事
務
所
と
２
教
育
委
員

会
に
、全
議
員
で
出
向
き
、

平
和
教
育
等
に
大
刀
洗
平

和
記
念
館
を
利
用
し
て
頂

く
よ
う
に
お
願
い
に
回
っ

て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
風
水
害
や
コ
ロ
ナ
禍
等

で
来
館
者
が
減
っ
て
い
る

記
念
館
を
、積
極
的
に
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
７
月
に
各
学
校
の
危
険

箇
所
状
況
把
握
の
た
め
、

学
校
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。各
学
校
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
箇
所
の
説
明
と

要
望
を
う
け
、そ
の
内
容

を
委
員
会
で
と
り
ま
と

め
、９
月
議
会
で
山
本
久

矢
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
に
は
９
月
議

会
に
向
け
て
一
般
質
問
の

勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、９
月
に
は「
少
人

数
学
級
推
進
の
定
数
改

善
」「
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
」に
か
か
わ
る
請

願
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
教
育
課
と
の
意
見

交
換
会
を
11
月
に
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
で

は
、た
く
さ
ん
の
内
容
で

意
見
交
換
が
で
き
、今
後

は
、出
た
意
見
を
委
員
会

で
審
議
し
、施
策
へ
と
結
び

つ
け
て
い
き
ま
す
。

文 

教 

厚 

生

総 

務 

建 

設

ピック
アップ

その①

ピック
アップ

その②
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12
月
定
例
会
・
議
決
結
果

令和２年12月定例会

補
正
予
算

条
例
の
制
定

請
願

発
議

（億円）

全会一致で可決・採択した議案等

○○●○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

令和２年12月定例会（賛成多数で可決した議案）

第4回臨時会（10月30日）

第5回臨時会（11月30日）

議員名

議案名

寺
原 

裕
明

柳
　 

雅
明

持
山 

英
幸

石
橋 

里
美

木
村 

和
彦

深
野 

良
二

山
本 

一
洋

奥
村 

忠
義

山
本 

久
矢

木
村 

博
文

河
内 

直
子

横
山 

善
美

区分

発議 可決 議会活性化検討特別委員会の廃止に関する決議

専決
可決 筑前町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を

改正する条例の制定

可決 夜須中学校トイレ改修工事（Ⅰ工区）請負契約の変更

その他
可決 財産の取得（学習用タブレット端末）

可決 財産の取得（ノートパソコン）

条
例
の
制
定

可決 筑前町議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の
一部を改正する条例

可決 筑前町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例

可決 筑前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 （反対討論）河内：人事院勧告とはいえ、一般職公務員の給与引き下げは民間企業へも波及する。

景気低迷の中、更なる困難が広がり、経済の立て直しにも影響する。

審議
結果

田
口 

讓
司

令和２年度筑前町一般会計補正予算（第６号）

令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和２年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和２年度筑前町下水道事業会計補正予算（第２号）

令和２年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）

全企業へ「永久劣後ローン」融資制度の創設を求める意見書の
提出を求める請願書

全企業へ「永久劣後ローン」融資制度の創設を求める意見書

議長 田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

筑前町議会議員及び筑前町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例

筑前町附属機関に関する条例及び筑前町特別職の職員等で
非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

筑前町観光振興基金条例

筑前町国民健康保険事業運営基金条例

筑前町分担金徴収条例の一部を改正する条例

一般会計
12月補正予算

9290万円を増額

総額167億2426万円

令和2年度一般会計総額の推移

〇スマート農業の推進（農作業員間の感染防止策）
〇朝倉休日・夜間急患センターの支援
〇地域強靭化計画の策定
〇小中学生家庭への学習支援（モバイルルーター購入）
〇いちご観光農園の支援（新成人に、いちご農園入場券配布 ）

３１９１万円
１８０１万円
７４８万円
３７０万円
１２６万円

歳出の主な項目及び金額

125億
9108万円

159億
2888万円

166億
3136万円

167億
2426万円
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一
般
質
問

議会インターネット
録画配信アクセス数

（10月１日～12月31日）

２４９件

12 月定例会

町政を問う
一 般

質 問
　12月議会では、６名の議員が一
般質問を行い、町政全般の現状や
方針について報告や説明を求めた。

※一般質問に関する記事は、質問
者自身で作成しています。詳細
は、会議録（ホーム
ページ掲載・図書
館に設置）をご参
照ください。

議会の様子をライブ配信（生中継）・録画配信
しています。パソコンやスマートフォン等で
アクセスし、ご視聴ください。
録画映像配信は、議会終了から約３日後です。

▶木村 博文 議員　　　　　　７Ｐ
　田頭町政12年の評価

▶田口 讓司 議員　　　　　　８Ｐ
　農業振興地域の見直しを

▶河内 直子 議員　　　　　　11Ｐ
　交通安全対策は大丈夫か

▶柳    雅明 議員　　　　　　12Ｐ
　生き残る集落

▶石橋 里美 議員　　　　　　９Ｐ
　書籍除菌機の導入を

▶奥村 忠義 議員　　　　　　10Ｐ
　いじめの早期解決を

会議録 →

議会のコロナ対策

12月議会よりインターネット生中継が
始まりました

いつでもマスク！こまめに消毒！
　「新しい生活様式」を意識した議会づくり を実施しています

議場に入る前の検温
（※検温時のみマスクを外しています）

議員登庁時に検温し
自覚症状と併せて記録

発言席（議長席・演壇等）に
アクリル板設置
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一
般
質
問

豊かな自然が広がる“とかいなか”

木村　博文　議員

田頭町政12年の評価
「住んでよし、訪ねてよし、帰りたい町」の住民評価を頂いている

木
村

　町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト「
学
ぶ
力
、稼
ぐ
力
、守
る

力
で
筑
前
創
生
」の
評
価
を
。

町
長
　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が

す
べ
て
で
あ
り
、こ
の
町
に
住

み
続
け
た
い
と
の
声
が
12
年

前
か
ら
10
％
ほ
ど
伸
び
て
い

る
。地
の
利
は
あ
る
が
、イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
整
備
や
、町
の
魅

力
発
信
の
取
り
組
み
が
人
口

増
に
も
繋
が
り
、い
い
評
価
を

得
て
い
る
と
捉
え
る
。

木
村

　財
政
面
の
評
価
を
。

町
長
　
合
併
特
例
債
等
の
有

利
な
補
助
金
を
活
用
し
て
、

合
併
効
果
の
向
上
や
町
の
課

題
解
決
の
為
に
、道
路
や
各
施

設
の
整
備
、防
災
無
線
の
更

新
等
を
お
こ
な
っ
た
。

　
経
常
収
支
比
率
・
実
質
公

債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率

は
健
全
ラ
イ
ン
。財
政
力
指
数

は
県
平
均
以
下
で
、自
主
財

源
拡
充
は
本
町
の
課
題
。下

水
道
会
計
は
短
期
完
工
の
為

に
借
入
金
が
大
き
く
、今
後

８
年
が
厳
し
い
償
還
に
な
る

が
、基
金
を
留
保
し
て
健
全

運
営
を
堅
持
す
る
。

木
村

　教
育
関
係
の
評
価
を
。

町
長
　
指
導
主
事
２
名
、Ａ

Ｌ
Ｔ
５
名
を
配
置
。少
人
数

学
級
の
先
駆
導
入
や
英
語
検

定
料
の
補
助
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム

や
空
調
設
備
の
整
備
、パ
ソ
コ

ン
や
電
子
黒
板
等
も
積
極
的

に
導
入
。現
在
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
を
整
備
中
で
、徐
々
に

で
は
あ
る
が
、学
力
が
向
上
し

て
い
る
と
い
え
る
。

木
村

　環
境
問
題
の
評
価
を
。

町
長
　
災
害
復
旧
に
全
力
で

取
り
組
ん
だ
。被
災
し
た
溜

池
は
よ
り
強
固
に
な
る
様
に

関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て

復
旧
が
実
現
し
た
。サ
ン
ポ
ー

ト
は
町
に
と
っ
て
重
大
な
事

業
で
あ
る
認
識
の
も
と
、今
後

の
施
設
運
営
の
在
り
方
に
つ

い
て
、地
元
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
し
つ
つ
、方
向
性
を

鋭
意
協
議
中
。

木
村

　健
康
面
の
評
価
を
。

町
長
　
国
保
会
計
が
合
併
以

降
、実
質
的
に
赤
字
決
算
を

続
け
て
き
た
。Ｒ
２
年
は
住
民

の
ご
理
解
ご
協
力
と
、町
の
医

療
費
削
減
努
力
に
よ
り
黒
字

決
算
と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
が
見

え
な
い
今
、基
金
を
確
保
し

備
え
る
事
が
重
要
。

木
村

　町
長
の
進
退
と
、こ
れ

か
ら
の
町
に
必
要
な
施
策
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長
　
課
題
は
サ
ン
ポ
ー
ト

問
題
、
災
害
対
策
、
企
業
誘

致
、コ
ロ
ナ
対
策
、税
収
減
に

よ
る
行
財
政
運
営
、老
朽
化
し

た
中
学
校
体
育
館
、文
化
財
・

戦
跡
管
理
、少
子
高
齢
化
に
対

応
し
た
役
場
の
機
構
改
革
、み

な
み
の
里
・
平
和
記
念
館
の
健

全
運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
支
援
、主
要
道
路
の
歩

道
整
備
、山
間
地
区
の
人
口
減

少
対
策
等
が
あ
る
。

　
進
退
は
１
月
に
表
明
し
た
い
。

福
祉
、農
林
商
工
、都
市
計

画
に
つ
い
て
の
評
価
等
。

そ
の
他
の
質
問

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価

財
政

教
育

環
境

健
康

こ
れ
か
ら
の
課
題
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田
口
　
県
道
53
号
線（
久
留

米
・
筑
紫
野
線
）の
４
車
線
化

が
進
み
、近
い
将
来
沿
線
開

発
が
考
え
ら
れ
る
が
、町
は

ど
う
考
え
る
の
か
。ま
た
、農

業
振
興
地
域
の
見
直
し
は
考

え
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
道
路
沿
線

の
ほ
と
ん
ど
を
農
振
農
用
地

に
指
定
し
て
い
る
が
、開
発
の

事
前
協
議
等
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

農
林
商
工
課
長
　
筑
前
町
総

合
計
画
、及
び
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
将
来

今
後
の
沿
線
開
発

都
市
像
の
具
現
化
に
適
合
す

る
も
の
に
つ
い
て
、県
と
協
議

し
て
進
め
る
。

田
口
　
不
良
住
宅
は
現
在
何

戸
あ
る
の
か
、又
不
良
住
宅
に

充
て
る
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
不
良
空
き

家
は
、利
活
用
可
能
な
不
良

度
Ａ
か
ら
、何
か
し
ら
手
を

加
え
な
い
と
住
め
な
い
Ｄ
ま

で
あ
り
、全
部
で
３
６
２
戸
把

握
し
て
い
る
が
、解
体
等
の
補

助
事
業
は
な
い
。

町
長
　
今
後
検
討
す
る
。

空
き
家
対
策

田
口
　
墓
地
霊
園
に
つ
い
て
、

現
在「
土
葬
」は
で
き
る
の
か
。

環
境
防
災
課
長
　
墓
地
埋
葬

等
に
関
す
る
法
律
で
は
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、色
々
な
制
約

も
あ
り
、事
案
が
出
れ
ば
県

の
保
健
事
務
所
等
々
と
協
議

し
て
対
処
し
た
い
。

田
口
　
日
本
に
は
宗
教
法
人

が
18
万
１
０
６
４
あ
る
。中
に

は
火
葬
は
認
め
て
い
な
い
宗

教
も
あ
り
、各
地
で
問
題
が

発
生
し
て
い
る
と
聞
く
。慎

重
に
対
処
し
て
ほ
し
い
。

田
口
　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流

行
、７
月
の
水
害
、稲
の
害
虫

で
あ
る
ウ
ン
カ
の
大
発
生
と
、

農
家
は
大
打
撃
で
あ
る
。農

家
へ
の
手
立
て
を
ど
う
考
え

る
か
。

農
林
商
工
課
長
　
相
次
ぐ
自

然
災
害
や
ウ
イ
ル
ス
、病
害
虫

な
ど
の
自
然
現
象
に
よ
り
、農

業
に
と
っ
て
厳
し
い
局
面
が

続
い
て
い
る
。農
業
者
の
方
々

が
営
農
意
欲
を
失
わ
な
い
よ

う
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
普
及
セ
ン

タ
ー
・
共
済
組
合
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

し
て
い
き
た
い
。

田
口
　
夢
の
あ
る
、実
の
あ
る

農
業
政
策
を
町
が
リ
ー
ド
し

て
ほ
し
い
。

墓
地
埋
葬
法
適
用
は

今
後
の
農
業
を

　ど
う
考
え
る

田口　讓司　議員

沿線開発はどうなるか
（県道53号線の工事の様子）

昨
年
の
作
況
指
数
は
80
％

農業振興地域の見直しを
県と協議してすすめる



石
橋
　
子
ど
も
の
読
書
習
慣

化
の
取
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
毎
月
23
日

を
家
読
の
日
と
設
定
。小
学

生
の
図
書
館
見
学
や
中
学
生

の
職
場
体
験
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

石
橋
　
魅
力
あ
る
図
書
館
づ

く
り
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

生
涯
学
習
課
長
　
定
例
の
お

は
な
し
会
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は

な
し
会
の
開
催
。雑
誌
・
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
、読
書
感
想

画
の
展
示
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

石
橋
　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
の
た
め
に
、紫

外
線
を
使
っ
て
30
秒
で
書
籍

を
殺
菌
消
毒
で
き
、風
に
よ
っ

て
ペ
ー
ジ
の
中
の
埃
や
髪
の

毛
、ダ
ニ
な
ど
を
除
去
で
き
る

書
籍
除
菌
機
の
導
入
を
。

町
長
　
機
器
の
機
能
や
導
入

し
た
図
書
館
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、必
要
だ
と
い
う
判
断

が
現
場
か
ら
な
さ
れ
れ
ば
予

算
等
の
配
慮
を
し
た
い
。

石
橋
　
認
知
症
の
方
の
事
故

な
ど
で
家
族
が
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

加
害
者
、被
害
者
ど
ち
ら
も

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
も
、高
齢

者
等
認
知
症
損
害
賠
償
保
険

を
導
入
で
き
な
い
か
。

町
長
　
現
段
階
で
は
認
知
症

本
人
も
し
く
は
家
族
が
保
険

に
加
入
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。認
知
症
の
ご
家
族

へ
機
会
あ
る
ご
と
に
保
険
加

入
の
勧
め
、広
報
誌
等
で
の
周

知
啓
発
活
動
を
徹
底
す
る
。

石
橋
　
誰
一
人
と
し
て
不
幸

に
な
ら
な
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
是
非
と
も
高

齢
者
等
認
知
症
損
害
賠
償
保

険
の
導
入
を
前
向
き
に
検
討

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

9 筑前議会だより（60号）
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図
書
館
利
用
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

石橋　里美　議員

朝倉市中央図書館に
設置されている除菌機

書籍除菌機の導入を
現場が必要と判断すれば、予算等の配慮をしたい

１
回
で
６
冊
ま
で

除
菌
可
能
で
す

筑前町内の現状

認知症高齢者の日常生活自立度 Ⅱ a（※）　以上の高齢者（a）

要介護（支援）の方のうち（a）の割合

750人

488人

57％

R２年８月１日現在

（※

）
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
な
症
状
・

行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難

さ
が
多
少
み
ら
れ
る
が
、

誰
か
が
注
意
し
て
い
れ
ば

自
立
で
き
る
状
態
。

うち、在宅で生活されている方
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奥
村

　不
登
校
の
件
数
は
。

教
育
課
長
　
小
学
校
22
名
・

中
学
校
26
名
が
調
査
報
告
で

上
が
っ
て
い
る
。

奥
村

　不
登
校
の
児
童
・
生

徒
へ
の
家
庭
訪
問
は
。

教
育
課
長
　
担
任
一
人
で
は

な
く
、学
年
職
員
や
支
援
加

配
教
員
、養
護
教
諭
等
で
計

画
的
に
行
っ
て
い
る
。

奥
村

　い
じ
め
を
し
た
児
童

へ
の
指
導
や
教
育
は
。

　
　
　

教
育
長
　
教
育
的
配
慮
の

下
、児
童
生
徒
の
人
格
の
成

長
に
主
眼
を
置
い
た
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

奥
村

　い
じ
め
を
受
け
た
児

童
へ
の
謝
罪
は
。

い
じ
め
対
策
は
万
全
か

教
育
長

　加
害
者
が
形
式
的

で
は
な
く
、自
ら
の
本
心
で
謝

罪
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

奥
村

　い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
に
基
づ
き
、い
じ
め
を

学
校
側
が
早
く
認
知
し
、隠

蔽
体
質
を
な
く
す
こ
と
が
必

要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長

　い
じ
め
の
情
報
を

速
や
か
に
組
織
と
し
て
共
有

し
、対
処
し
て
い
く
。

奥
村

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
身
近
に
い
た
場

合
の
対
策
は
。

教
育
長

　人
権
侵
害
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、悩
み
を
抱
え

る
児
童
生
徒
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
も
組
織
的
に
行
っ

て
い
る
。

建
設
課
長
　
直
接
管
理
者
の

方
に
対
応
し
て
も
ら
う
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

奥
村

　農
機
具
か
ら
落
ち
た

泥
に
よ
っ
て
靴
が
汚
れ
る
、

滑
っ
て
転
ん
だ
等
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

農
林
商
工
課
長
　
防
災
無
線

に
よ
る
注
意
喚
起
や
、農
事

組
合
長
の
会
議
で
協
力
の
要

請
を
し
て
い
る
。

奥
村

　犬
猫
の
放
し
飼
い
や

糞
害
の
対
策
は
。

環
境
防
災
課
長
　
無
責
任
な

餌
付
け
が
環
境
悪
化
に
繋

が
っ
て
い
る
。区
長
・
環
境
美

化
推
進
委
員
の
協
力
を
得

て
、町
全
体
で
取
り
組
む
。

奥
村

　道
路
に
は
み
出
し
て

い
る
庭
木
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

環
境
防
災
課
長
　
樹
木
の
越

境
及
び
雑
草
の
繁
茂
に
対
す

る
件
数
は
、11
月
末
時
点
で

72
件
あ
っ
て
い
る
。

環
境
に
対
す
る

　苦
情
へ
の
対
応
は

奥村　忠義　議員

みんな・なかよし

無責任な餌付けは
やめましょう

いじめの早期解決を
情報を共有して対処していく



河
内

　町
内
に
は
消
え
た
、

あ
る
い
は
消
え
か
か
っ
た
白

線
が
目
立
つ
。計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

建
設
課
長
　
関
係
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
、経
済
的
・
効

率
的
に
工
夫
し
な
が
ら
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

河
内

　道
幅
が
狭
く
、大
型

車
両
も
通
行
し
て
い
る
野
町

の
通
学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
を
設
置
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

　県
や
地
元
と
十

分
協
議
を
行
い
、安
心
安
全
な

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
。

河
内

　重
度
障
害
者
の
方
は
、

更
新
時
、健
康
課
と
福
祉
課

を
往
復
し
な
け
れ
ば
、手
続

き
が
で
き
な
い
。一
本
化
、又

は
同
じ
フ
ロ
ア
に
で
き
な
い

か
。

　総
務
課
長
　
組
織
全
体
の
組

織
改
革
に
つ
い
て
、検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。
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地
球
温
暖
化
が
心
配

カ
ー
ブ
道
は

　非
常
に
危
険

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
で

　子
ど
も
達
を
守
れ

河
内

　他
市
町
村
の
よ
う
に
、

町
独
自
の
届
け
出
用
紙
を
作

成
し
た
ら
ど
う
か
。

　
住
民
課
長
　
必
要
性
や
経
費

面
も
含
め
て
調
査
・
研
究
し

た
い
。

河
内

　町
で
も「
気
候
非
常

事
態
宣
言
」を
出
し
た
ら
ど

う
か
。

環
境
防
災
課
長
　
適
正
な
時

期
に
判
断
し
た
い
。

町
長

　サ
ン
・
ポ
ー
ト
の
新

た
な
取
り
組
み
の
折
が
宣
言

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
か

と
思
う
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

　用
紙
の
作
成
を

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

　拡
充
を

本
庁
と
め
く
ば
ー
る
間
、

　10
分
の
移
動
は
大
変

河内　直子　議員

消えた白線

交通安全対策は大丈夫か
十分大切だと認識している

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の

　窓
口
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

他市町村のオリジナル婚姻届

河
内

　中
学
生
の
入
院
が
償

還
払
い
。現
物
支
給
に
は
で
き

な
い
の
か
。

健
康
課
長
　
４
月
か
ら
は
県

の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
改
正
に
準
じ
て
、現
物
支
給

に
な
る
。
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一
般
質
問

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、集

落
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

で
、社
会
的
生
活
の
維
持
が

困
難
な
状
態
に
あ
る
集
落
を

限
界
集
落
と
言
う
。山
間
部

の
集
落
は
、社
会
的
生
活
を

す
る
こ
と
に
不
便
さ
を
感
じ

な
が
ら
、限
界
集
落
に
近
づ

こ
う
と
し
て
い
る
。

柳

　行
政
施
策
と
し
て
の
今

後
の
援
助
は
。

農
林
商
工
課
長

　特
色
あ
る

地
域
資
源
を
生
か
し
て
、振

興
に
つ
な
が
る
よ
う
、関
係
機

関
と
連
携
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。

柳

　有
害
鳥
獣
害
駆
除
は
。

農
林
商
工
課
長

　被
害
防
止

対
策
や
捕
獲
を
続
け
る
た
め

に
、町
か
ら
駆
除
対
策
協
議

会
に
駆
除
活
動
と
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

限
界
集
落
と
そ
の
展
望

柳

　若
年
層
の
定
住
者
確
保

は
。

企
画
課
長

　山
間
部
に
お
け

る
人
口
が
、10
年
前
か
ら
30

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

地
区
役
員
の
方
と
意
見
交
換

会
を
行
い
、共
同
し
た
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

柳

　三
並
小
学
校
に
幼
小
一

貫
校
的
な
教
育
の
運
用
を
図

り
、定
住
者
の
確
保
を
目
指

せ
な
い
か
。

教
育
長

　学
習
環
境
と
な
る

施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。現
在
の
取
り
組
み
を
一

層
充
実
さ
せ
た
い
。

柳

　集
落
の
消
滅
は
あ
る
の

か
。

町
長

　消
滅
す
る
こ
と
は
適

当
で
は
な
い
。様
々
な
活
性
化

対
策
で
、さ
ら
に
、こ
れ
か
ら

時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、環
境
が
逆
転
す
る
。

　そ
う
い
っ
た
時
代
が
や
っ

て
く
る
。ま
さ
に
、田
園
回
帰

へ
の
転
換
が
、山
間
地
域
で
始

ま
る
と
思
っ
て
い
る
。

柳

　都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
。

都
市
計
画
課
長

　福
岡
都
市

圏
を
見
据
え
た
、都
市
相
互

の
機
能
連
携
を
促
進
し
、豊

か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
田

園
風
景
等
の
景
観
保
全
と
創

出
を
積
極
的
に
図
る
。

柳

　用
途
地
域
の
見
直
し

を
。

都
市
計
画
課
長

　都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

か
ら
進
め
、田
園
住
居
地
域
の

用
途
は
、田
園
集
落
で
の
設

定
に
沿
う
か
今
後
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

柳

　若
者
が
定
住
で
き
る
よ

う
な
住
環
境
を
。

企
画
課
長

　美
し
い
自
然
こ

そ
が
本
町
の
特
性
で
あ
り
、自

然
と
町
が
共
生
す
る
都
市
を

目
指
し
た
い
。

福
岡
都
市
圏
と
し
て

　の
都
市
計
画

柳　雅明　議員

里山の子どもたちの芋ほり（三並）

生き残る集落
田園回帰への転換

「
集
落
地
域
整
備
法
」の

最
終
見
直
し
に
よ
る
運

用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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一
般
質
問
ど
う
な
っ
た
？

令和2年度　パネル展示

貞
子
の
折
り
鶴
と
パ
ネ
ル
展

定例会での一般質問や委員会での活動が、町政にどう反映されたのか、追跡調査しています。

令和元年９月議会質問

大刀洗平和記念館の「禎子の折鶴」
のスペースに、原爆パネルを展示
したらどうか。
　　　（河内　直子 議員）

　禎子の折鶴が来た平成30年10月
25日から平成31年２月３日までの
約３カ月余り展示していた。
　令和２年度は８月１日から９日ま
で展示した。今後も８月の原爆投下
の日を中心に行っていく。 （企画課）

毎年８月に原爆パネルを展示

平成31年３月議会質問

災害時には、すべての人に配慮
したトイレ環境が必要では。
　　 （石橋　里美 議員）

　平成31年３月と比較し、令和３年３
月末で洋式割合が約２割アップの予
定である。
　今後とも、教育的、災害的見地から
トイレ環境の改善を推進していく。
　　　　　　　　　　　　（教育課）

学校トイレを洋式化に

一 般 問質 『どうなった？』
その後

学校トイレ洋式化状況

三輪小

東小田小

中牟田小

三並小

三輪中

夜須中

全 体

88％

50％

58％

47％

52％

22％

54％

88％

50％

59％

47％

63％

100％

71％

100％

45％

53％

41％

76％

24％

58％

100％

45％

53％

41％

76％

100％

74％

学校全体

H31年３月 R3年３月予定 H31年３月 R3年３月予定

うち校舎のみ
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記

後

集

編　昨
年
は
、コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ

ロ
ナ
で
終
わ
っ
た
一
年
で
し
た

が
、今
年
に
入
っ
て
も
、そ
の
勢
い

は
収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
」シ
リ
ー

ズ
で
、少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
元
気
の
お
す
そ
分

け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
号
で
、今
の
編
集
委
員
は

解
散
し
ま
す
。二
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　次
号
か
ら
は
、新
し
い
編
集

委
員
が
担
当
し
ま
す
。

　乞
う
、ご
期
待
！

　
　
　
　
　
　（河
内

　直
子
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

田
中

　政
浩

山
本

　久
矢

河
内

　直
子

寺
原

　裕
明

柳

　
　雅
明

石
橋

　里
美

木
村

　和
彦

ＰＴＡもお手伝い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業

「
筑
前
町
育
ち
盛
り
子
ど
も
た
ち
の

『
食
』の
応
援
事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
、町
内
の
小

中
高
生
の
い
る
世
帯
に
、子
ど
も
１
人

当
た
り
新
米
５
キ
ロ
と
卵
な
ど
を
配
布

し
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
協
力
も

あ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
配
布
と
な
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
２
人
は
男
の
子
で
、少

年
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
ま
す
。

野
球
が
あ
る
日
は
、お
弁
当
な
ど

で
６
合
の
ご
飯
を
炊
き
ま
す
。２

人
と
も
食
べ
盛
り
で
、食
費
は
う

な
ぎ
の
ぼ
り
で
す
。

　
町
外
の
人
か
ら
は
、「
筑
前
町
で

は
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
」と
羨

ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。感
謝
し
て

い
ま
す
。

令和３年３月定例会日程（予定）

３月２日（火）～３月12日（金）
３月４日（木）・５日（金）

※日程は変更になる場合があります

２月18日以降、ホームページで公開する
予定です。支所窓口や議会事務局でも配
布していますので、ぜひご覧ください。

【一般質問通告書の公開】

一般
質問

助
か
り
ま
す

　  
『
食
』の
支
援

矢野さん（三並）

ドライブスルーで配布

子
ど
も
２
人
分

 

（
10
キ
ロ
）の
お
米
を

　
　 

も
ら
い
ま
し
た

あなたの“とっておきの一枚”を
「うぐいす」の表紙に!

【応募資格】

【被写体等】

【応募方法】

◇問合せ先◇　筑前町議会事務局
　TEL：０９４６－４２－６６２２
　E-Mail：gikai@town.chikuzen.fukuoka.jp

町内在住もしくは通勤・通学の方

写真データを議会事務局に提出

風景・人物問わず、町内で撮影したもの
（被写体の承諾を得たものに限ります）

※詳しくはホームページまたは
　議会事務局までお問い合わせください


